
教育委員会総務課

【総務係】

１ 就学援助費 ２，４６３万円

市内に居住し，経済的理由によって就学困難と認められ

る児童生徒の保護者に対して，市及び国の基準に基づき，

学用品費，修学旅行費，学校給食費等を援助する制度です。

２ 遠距離通学補助制度 ２４６万円

市内に居住し，遠距離通学をする生徒に対して，市の基

準に基づき，通学に係る経費の一部を補助する制度です。

３ 各種大会派遣事業 １００万円

市内中学校生徒のスポーツ及び芸術文化活動の振興や各

種大会（中学校体育連盟が主催する県大会以上の大会や吹

奏楽部連盟が主催する吹奏楽コンクールの県大会以上の大

会等）に出場する生徒の費用を負担軽減する制度です。

４ 高校振興費 １，８２１万円

曽於高校の在学生等及び曽於高校に対し，総合的な支援

を行うことにより，保護者負担の軽減及び教育活動等を充

実・活性化させることを目的とする制度です。

主な支援対策事業は，次のとおりです。

① 曽於市中学校スクールバス活用事業

② 制服等購入費補助事業

③ 遠距離通学費補助事業

④ 資格取得費補助事業

⑤ 大学等進学祝金贈呈事業

⑥ 部活動活性化支援事業

⑦ 全国大会等出場支援事業

⑧ 夢実現チャレンジ支援事業

⑨ 広報支援事業

直通 本 庁 099-482-5956
末吉分室 0986-76-8814
財部分室 0986-72-0945
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【学校管理係】

１ 学校管理費 ２億６６７万円

市内の小学校２０校及び中学校３校の学校施設

の維持管理等に伴う経費で，学校施設の修繕及び

消防用設備や電気工作物の保安管理，高木伐採な

どを行います。

学校遊具点検

２ 教育振興費 ３，６０４万円

児童生徒が授業で使用するタブレットの導入や

教材備品・図書購入などを行います。

タブレットを活用したプログラミング学習

３ 学校整備費 ３億５，１６５万円

児童生徒の生活安全を守り学力向上出来るよう

に，老朽化する屋内運動場の非構造部材耐震化改

修などを行います。

4 岩川小学校改築事業 6億１，５３８万円

老朽化した校舎及び敷地の狭隘さを解消するた

め，旧岩川高等学校敷地への移転改築工事，岩川

小学校校舎等の解体工事を行います。

事業年度 令和２年度～令和４年度

総事業費 ２１億６，６８７万円

99



【学校給食係】

１ 学校給食 １億３,６１６万円

市内２３校の児童・生徒に，栄養バランスにす

ぐれた安心・安全な給食を提供し，学校給食を通

じた食育推進を図ることを目的としています。

また，保護者への給食費の負担軽減や子育て支

援の拡充を目的に「学校給食費負担軽減補助金」

を交付しています。

柳迫小学校での食に関する授業の様子
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学校教育課

１ そおっ子の学力向上プラン ７９３万円

子どもたちの学力を正確に把握し，実態に応じた効果的

な指導法を研究するために，各種学力検査の実施や研究公

開の補助を行っています。また，子どもたちの学習意欲を

高めるために，英検・漢検などの各種検定料の補助を行い

ます。

さらに，教師の資質・能力の向上を図るために，学力向

上対策研究協議会研究員部会を中心とした先進地派遣研修

や授業公開を行います。また，幼保こ小連携，小高・中高

連携などの交流会や研修会を開催し，校種間連携の充実を

恒吉小の研究公開 図ります。

２ 学校教育ＩＣＴ支援員派遣事業 ６５万円

曽於市内各小・中学校の全教室に配置している電子黒板

等のＩＣＴ機器の活用力を高めるために，ＩＣＴ支援員を

派遣します。各学校における学習・技術支援，教材作成・

提供，研究公開や校内研修の支援，市教育委員会主催のＩ

ＣＴ研修会などを行います。

また，導入しているタブレット端末の活用推進のための

業務や，令和２年度から小中学校で必修化される「プログ

ラミング教育」を含めた学校におけるＩＣＴ教育の推進の

ための業務も行います。 「プログラミング教育」授業公開

３ 学校活動支援員配置事業 ４，９３７万円

学校の実態に応じた学習支援や特別支援教育支援，学校

の事務・作業支援等を通して，学習の効率化や教職員の負

担軽減を進めるために学校活動支援員を配置します。

小規模・複式校においては，主に複式指導の充実や教育

活動の支援，大規模校では，ＴＴ指導や個別指導を中心に，

一人一人の子どもの実態に即したきめ細かな指導を行い，

学力向上を図ります。また，教材・教具・学習プリントの

準備や学校行事の準備等の支援を行うことにより教員の業

学力向上支援員による指導 務負担の軽減を図ります。

４ ＡＬＴ語学指導事業 １，８０６万円

令和２年度からは小学校５・６年生で外国語科，小学校

３・４年生で外国語活動が本格的に実施されます。その授

業と中学校での授業をより充実させるため，本年度は，Ａ

ＬＴ（外国語指導助手）４名と日本人外国語指導助手２名

を配置します。

また，ＡＬＴを小・中学校に配置することにより，国際

理解教育を活性化させ，国際親善や相互理解を深めさせる

ALTによる指導 ことにより「国際性豊かな人材の育成」を図ります。

直 通 本 庁 099-482-5957
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５ 心の教室相談員設置事業 １４５万円

中学生が自分の悩みや心配事を気軽に相談できる第三者

的な存在として，「心の教室相談員」を各中学校に配置し

ます。また，子育てに悩んでいる保護者に対しても，相談

活動などの支援を行います。

これらの相談活動を通して，不登校やいじめなどの早期

発見，早期解決を目指すとともに，様々な問題行動等の未

然防止や早期対応を図ります。

６ スクールソーシャルワーカー活用事業 ２８７万円

近年，家庭や経済的な問題で，いじめや不登校など生徒

指導上の課題を抱えていたり，安定した生活ができなかっ

たりする子どもや家庭が増えつつあります。それらに対し

て，社会福祉的な観点から解決を図るために，社会福祉等

の専門的な知識や技術を有するスクールソーシャルワーカ

ー（ＳＳＷ）を配置します。

また，学校・福祉機関との連携等を推進し，教育相談体

制の整備・充実を図ります。

７ 適応指導教室指導員設置事業 ２０１万円

心理的・情緒的な理由などから登校できない，又は不登

校傾向がみられる児童生徒の学校復帰を目的に適応指導教

室を設置します。

適応指導教室では，指導員を中心に，学校と連携して，

基本的な生活習慣の改善や豊かな情操，社会性の育成等を

行い，学校への早期復帰を図ります。

また，指導員は教育相談コーディネーターを兼務し，ス

クールソーシャルワーカーや相談員の紹介，保護者の電話

相談にも対応しています。

８ 学校健診事業 ２，１８４万円

市内小・中学校の児童・生徒の健康増進を図り，健やか

な育成を支えるため，内科検診や眼科検診，耳鼻科検診，

歯科検診等の各種健康診断を実施します。

また，小・中学校職員に自己の体調管理や病気等の早期

発見をしてもらうために，特定健診や胃がん検診，胸部レ

ントゲン検診，ストレスチェック等を実施します。
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直通 本 庁 099-482-5958
末吉分室 0986-76-8814
財部分室 0986-72-0945社会教育課

【社会教育係】

１ 家庭教育学級 １１９万円

家庭の教育力の向上を図るとともに，保護者間の子育て

に関する意見交換や情報交換を行うため，家庭教育学級を

市内の保育園・こども園・小・中学校で開催します。

【主な事業内容】

・家庭教育学級主事及び学級長等研修会の開催

・子育てに関する学習会の開催

家庭教育学級

２ 高齢者学級 ３４万円

高齢者にまつわる様々なテーマ（健康・介護福祉・交通

安全・防犯・研修視察等）を学習するとともに，親睦を深

めながら仲間づくりと生きがいを高めることを目的に開催

します。

【主な事業内容】

・健康，福祉･介護，防災･安全教育研修， 高齢者学級

料理講習会の開催，施設研修等の実施

３ 成人式 ７９万円

未来を担う若者たちの門出を祝うとともに，家族や周り

の方々への感謝の気持ちや郷土を愛する心を養い，新社会

人としての自覚を促すことを目的に開催します。

【主な事業内容】

・実行委員会企画による式典及び企画事業

成人式実行委員

４ 子ども議会 ２万円

曽於市の未来を担う子どもたちが，議会を体験すること

によって，議会及び市政について興味・関心をもってもら

うことを目的として開催します。

【主な事業内容】

・各小・中学校代表者が一般質問をします。

子ども議会
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５ 子どもフェスタ １６万円

教育委員会と青少年指導員会・子ども会育成連絡協議会

が共催し，市内の小・中学校の代表が日常生活の中で感じ

たことや思っていることを発表する「少年の主張大会」，

様々な活動を体験できる「わくわく体験コーナー」などを

開催し健全な青少年の育成を図ります。

【主な事業内容】

・小・中学生による「少年の主張大会」

・各青少年事業参加者による体験発表

・１３のブースによるわくわく体験 わくわく体験コーナー

６ 放課後子ども教室 ４０万円

安心・安全な子どもの居場所を設け，地域の方々の参画

を得て，子どもたちと共に勉強やスポーツ・文化活動・地

域住民との交流活動等を実施します。

【主な事業内容】

・学習やスポーツ・文化活動の支援

・地域住民との交流活動

放課後子ども教室の様子

７ 曽於市地域学校協働活動 ３２万円

地域の高齢者，保護者，PTA，民間企業等の幅広い地

域住民等の参画を得て，地域で子どもたちの学びや成長を

支えるとともに，学校を核とした地域づくりを目指して地

域と学校が相互に連携・協働していく活動を行います。

【主な事業内容】

・ボランティアによる学習支援等

・子どもたちの地域行事への参加等

・コーディネーター研修会の開催 支援ボランティアによる学校応援

８ 青少年リーダー研修事業 １１3万円

日常の家庭や学校生活，地域活動では得ることのできな

い体験をさせることにより，広い視野をもち，心身ともに

たくましく思いやりのある青少年の育成を目的として実施

します。

【主な事業内容】

・宿泊研修

・産業体験，文化体験，ボランティア活動

屋久島宿泊研修(縄文杉観察)
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９ チャレンジ・ザ・日本一「富士登山」研修事業 １４４万円

富士登山の体験や史跡・文化施設等の参観により，広い

視野を持った，心身ともにたくましく常に夢実現にチャレ

ンジする青少年の育成を目的として実施します。

【主な事業内容】

・富士登山の体験学習や史跡

・文化施設等の参観による学習

富士山頂上

10 青少年国際交流事業 ３８６万円

高校生を海外に派遣し，異言語・異文化・異習慣に触れ

ながら識見を広め，国際社会に適応できる豊かな国際感覚

を備えた青少年の育成を目的に実施します。

また，中学生を対象に１泊２日のイングリッシュキャン

プを行い，オールイングリッシュの環境の中で，英語力の

向上を図り，国際性や自己表現力の醸成を促すことを目的

に実施し，海外派遣研修につなげていきます。

【主な事業内容】 海外派遣研修生

・ホームステイ，イングリッシュキャンプ

11 社会教育団体の育成及び運営補助 ３２３万円

社会教育各種団体（子ども会・青年団・ＰＴＡ連絡協議

会・女性団体・青少年育成市民会議）に補助金を交付し，

活動を支援します。

【主な事業内容】

・子どもフェスタ，市Ｐ連の集い，市女性大会，

青少年の健全育成事業等 市Ｐ連の集い

1２ 公民館施設整備事業 5億2，021万円

市民の生涯学習や研修の場所であり，市民の地域活動の

拠点となる公民館施設を整備します。

【主な事業内容】

・末吉中央公民館建替事業

令和元年12月末で閉館した末吉中央公民館を末吉町諏

訪方に建て替えをします。完成は令和3年3月の予定です。

建替地の入口

（旧清寿園跡地）
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1３ 校区公民館活動補助 １，３8０万円

校区公民館の活性化を図り，明るく住みよい地域づくり

を推進することを目的に運営費と「曽於元気だそお」ふ

るさと事業補助金を交付します。

【主な事業内容】

・地域づくりのための各種事業

校区対抗グラウンドゴルフ大会

【生涯学習係】

１ 生涯学習の推進 １，４９０万円

自らが学び，自己を高め，さらに学んだ成果を社会で活かす「生涯学習社会」を推進する経

費です。市民の学習意欲に応えるため，関係機関と連携して専門的な講座や趣味的な講座を開

設します。

(1) 曽於市総合大学

令和２年度は教養学部，農学部，ボランティア学部，健

康学部，芸術学部の５学部１０８講座を開設します。

講 座 数 （単位：講座）

地区名 平成30年度 令和元年度 令和２年度

大 隅 ２４ ２２ ２１

末 吉 ６５ ６７ ６２

財 部 ２０ ２１ ２５

計 １０９ １１０ １０８

受 講 者 数 （単位：人）

年 度 平成30年度 令和元年度

実人数 延人数 実人数 延人数

計 1,546 2,312 1,451 2,218

(2) 曽於市まちづくり行政情報出前講座

講座メニューの中から，市民の皆様のリクエストに応じ

て，市役所や行政機関等の担当職員が講師となって開設す

る講座です。

【主な講座内容】

・消費生活講座 ・家庭・地域における防災講座

・楽しく学ぶ食と栄養講座 など３０講座

開設講座数・受講講座 ・受講延べ人数

年 度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

開設講座数 ２５ ２９ ２８

受講講座数 １０ １３ １２

受講延べ人数 ５１１ ８９２ ５５８
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３）生涯学習まちづくり推進事業

各校区地区公民館での生涯学習によるまちづくりを推進

するため，生涯学習の観点に立った活性化事業を推進しま

す。総合的な生涯学習推進大会やまちづくりを学ぶ講演会

健康や環境，芸術等に関する講座の開設など校区地区公民

館が自ら特色を生かして実施しています。

文化施設の管理運営費

(１) 文化施設管理費 ７，６８２万円

大隅文化会館，末吉総合センター及び財部きらめきセン

ターの維持管理等に要する経費です。

文化施設の利用状況 （単位：人）

施設名 平成28年度 平成29年度 平成30年度

大 隅 文 化 会 館 13,761 16,869 17,381

末 吉 総 合 セ ンター 44,831 46,477 48,591 稲川淳二怪談ナイト

財部きらめきセンター 5,700 5,688 4,826

計 64,292 69,034 70,798

(2) 文化振興事業費 ２，１２０万円

曽於市の文化を振興する事業に関する経費です。主なも

のは末吉総合センター及び大隅文化会館，財部きらめきセ

ンターで実施する自主文化事業に関する経費や吉井淳二記 精華女子高校吹奏楽部

念展の開催経費，曽於市文化協会の発展振興を支える経費

です。

令和２年度は自主文化事業を5～６本実施する予定で

す。

また，吉井淳二記念展は３８回目の開催を迎え，引き続

き充実した記念展になるよう努めます。

第３７回吉井淳二記念展

令和元年度自主文化事業の実績

事 業 名 期 日 会 場 参加者数(人)

稲川淳二の怪談ナイト ８月８日 末吉総合センター ６１４

TSUKEMEN LIVE 2019 ９月２８日 末吉総合センター ４７５

精華女子高等学校吹奏楽部コンサート １０月２６日 末吉総合センター ７５２

青年劇場 １１月１４日 末吉総合センター ２８５

マスクプレイミュージカル １１月１５日 末吉総合センター ６０１

市民参加ミュージカル”やごらふ”１１月２４日 大隅文化会館 ３４３

曽於市民俗芸能祭り １月２６日 財部きらめきセンター ３６３

民俗芸能祭り １１月２５日 末吉総合センター ３５０

ロビーコンサート ９月～１月 弥五郎の里 他２ヶ所 ２０３

合 計 ３，９８６
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３ 市立図書館及び郷土館管理運営費 ５，７１８万円

曽於市立図書館，大隅郷土館及び財部郷土館の管理運営を充実し，市民の読書活動や学習活

動を推進しています。

(1) 移動図書館車巡回事業

２台の移動図書館車が，曽於市全域を対象に図書館が遠

くても本の貸出や返却ができるサービスです。

（市内４２ステ－ション）

(2) 読書感想文コンクール事業

読書推進の一環として，曽於市内小中学校の児童生徒に

よる読書感想文のコンクールを実施します。

市立図書館

(3) 図書館祭り

図書館の利用促進を目的とした図書館独自のイベントで

す。

そのほか，乳児とお母さんを対象にした「おひざで読ん

で」を月１回図書館本館で実施しています。

(4) 図書館充実事業

図書購入は，年間に約６，０００冊前後の図書を購入し 受付カウンター

ます。現在，蔵書数も本館・大隅分館・財部分館合わせて

２０万冊を超え，充実した図書館になっています。

(5) 図書館ボランティアの育成

曽於市立図書館（末吉）では「お話し教室ちゃいはな」 図書館

「図書館ボランティアトトロ」，財部分館では「祝子おは 受付カウンター

なし会」,大隅では「つくしんぼ文庫」の図書館ボランテ

ィアグループが活動しています。

さんぺい1号

(6) ミニリサイクルコーナー

本の再利用，本の大切さ及び図書館の利用促進を目的と

して，図書館本館の玄関にコーナーを設置しています。

(7) はじめての絵本事業

絵本を楽しむ体験を通じ，子どもと保護者が一緒に心ふ

れあう時間を持つきっかけをつくります。

3歳到達時に絵本を贈呈します。

リサイクルコーナー
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【文化財係】

１ 文化財の保護・活用

(1) 文化財保護審議会の開催 ３８万円

文化財の保存や指定，活用の方策等について審議します。

(2) 文化財整備・看板設置事業 １９９万円

史跡の草払い等整備を行うとともに文化財をわかりや

すく説明する看板を計画的に設置します。

(3) 民俗芸能団体等補助事業 ２６１万円

県指定文化財・市指定文化財等の保存会に活動の助成を

行います。

(4) 古文書電子化事業 ３８万円

市内に残る古文書を電子データ化し，その保存や活用を

図ります。

岩川の弥五郎どん（国選択）

(5) 文化財ガイドマップ作成 １０８万円

児童向けに分かりやすく文化財を紹介するガイドマップ

や，市内の山城跡をまとめたガイドマップ等を作成し，市

民等への公開や活用を図ります。

(6) 「岩川の弥五郎どん」調査事業 ４６９万円

平成３１年3月28日付けで国選択（記録作成等の措置

を講ずべき無形の民俗文化財）となった「岩川の弥五郎ど

ん」の詳細調査を実施します。 溝ノ口洞穴（県指定）

(7) 恒吉城跡保存整備事業 ４２万円

専門家の意見・指導を受けながら、引き続き恒吉城跡の

調査研究及び保存整備に努めていきます。

文化財看板設置

（市指定：通山の六地蔵塔）

恒吉城跡と恒吉麓

恒吉城跡
恒吉麓
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２ 埋蔵文化財の発掘調査と保護

(1) 埋蔵文化財センター管理費 １１５万円

埋蔵文化財発掘調査出土遺物の整理作業を行い，調査研

究の成果や出土遺物を公開することにより，市民に郷土の

歴史を伝え，文化遺産に対する理解を深めます。

(2) 市内遺跡群緊急発掘調査 １８１万円

開発行為に伴う緊急を要する埋蔵文化財の発掘調査を行

い，記録し公表します。 埋蔵文化財センター展示室

(3) 市内遺跡群発掘調査整理作業及び報告書作成

５０９万円

市内遺跡群の発掘調査で出土した遺物の整理及び報告書

を作成する費用です。

今年度は，令和元年度に実施した平松城跡の埋蔵文化財

発掘調査報告書を刊行します。 埋蔵文化財センター見学風景

平松城跡発掘調査現地説明会

平松城跡地形測量図 発掘調査で新たに確認された空堀

（H26～30測量調査） （平松城跡）

主郭
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【生涯スポーツ係】

１ スポーツ活動の推進

(1) 社会体育行事の開催 ４０８万円

①カヌー教室〔６～７月〕

講師を派遣して各小学校のプールで行ないます。

②県民体育大会曽於地区大会の後援〔７月〕

③北別府学旗野球大会〔５・７月〕

少年野球の底辺の拡大及び競技力向上を目的として

行われています。 ドラゴンボート競争

④カヌー大会〔７月〕

カヌースプリント競技とドラゴンボート競争の部門

を実施し，多くの小学生の参加があります。

⑤悠久の森ランニング大会〔８月〕

悠久の森は夏でも涼しいため，快適にランニングを楽

しめます。 カヌースプリント競技

⑥北別府学野球フェスタ〔９月〕

末吉出身の北別府学さんをはじめ元プロ野球選手を講

師に招き投手，野手別に小・中学生の指導を行います。

⑦そお市民体育祭inたからべ〔１０月〕

市内の各団体によるレクリエーション的な体育祭で

す。だれでも参加できます。 悠久の森ランニング大会

⑧末吉豊祭武道大会〔１１月〕

住吉神社を中心に空手・柔道・剣道・弓道などが行わ

れます。

⑨健康づくり駅伝大会〔１月〕

小学生・中高生・一般の部に分かれており，毎年

たくさんのチ－ムが出場して健脚を競います。 北別府学野球フェスタ

⑩県下一周駅伝･女子駅伝大会の後援〔１・２月〕

⑪曽於市民グラウンド・ゴルフ大会

新地公園グラウンド・ゴルフ場を会場に，市民の

交流及び健康増進を図ることを目的として開催します。

健康づくり駅伝大会

111



(2) スポーツ推進委員会・スポーツ推進審議会の運営 ３２７万円

スポーツ推進委員会・スポーツ推進審議会を開催し，社会体育行事の推進及び軽スポーツ・

レクリエーション活動の普及・振興を図ります。

(3) 体育団体の育成や各大会の助成 ９７５万円

・体育協会運営補助 ・スポーツ少年団運営補助 ・県体曽於地区大会出場補助

・全国大会等出場補助 ・豊祭武道大会運営補助 ・霧島盆地剣道大会運営補助

・そお市民体育祭inたからべ運営補助 ・スポーツ少年団交歓大会出場補助

・悠久の森ランニング大会運営補助

(4) かごしま国体開催事業 ４２８万円

「燃ゆる感動かごしま国体」の公開競技「武術太極拳」が９月に開催されることに伴い，競

技団体等と連携して，大会運営の支援や広報等を行います。

２ スポーツ活動の環境整備の推進

(1) 学校施設開放事業 １０２万円

市内の小学校２０校，中学校３校計２３校の学校体育施

設を開放し，市内の各地域スポーツの振興を図ります。

(2) 末吉地区体育施設管理費 ２，５３８万円

末吉総合体育館，栄楽公園，弓道場などの維持管理のた

めの費用です。ニュースポーツ用具も各種貸し出しをして 曽於市民体育祭inたからべ

います。

(3) 末吉地区体育施設整備事業 ２億４１４万円

市民がより安全にスポーツに取り組めるよう末吉総合体

育館の耐震補強工事を行います。

(4) 市民プール施設管理費 ２，７１２万円

温水プールの維持管理のための費用です。水泳教室・ウ

ォーキング等，誰でも気軽に利用出来る施設です。

(5) 財部地区体育施設管理費 １，５０５万円 末吉総合体育館

野球場・陸上競技場・体育館・城山公園の夜間照明施

設・農業者トレーニングセンターの維持管理のための費用

です。

(6) 大隅地区体育施設管理費 ２，１３９万円

体育館・武道館・陸上競技場・野球場・テニスコート・

研修館等の維持管理のための費用です。

(7) 新地公園グラウンド･ゴルフ場管理費 ８６８万円

グラウンド・ゴルフ場の維持管理のための費用です。 曽於市民グラウンド・ゴルフ大会

3コースあり，うち１コースは日本グラウンド・ゴルフ協

会の公認コースです。
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屋内運動場非構造部材耐震改修事業

恒吉小学校

市道整備事業 川内・野田・尾崎山線

市道整備事業 荒川内・八ケ代線地域振興住宅建設事業

片平団地

市道整備事業 河原・飛佐線

消防車購入事業

末吉方面隊友常分団小型ポンプ積載車


